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深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和４年６月２８日（火） 

「いじめ」 させない 見逃さない 
校長 三 村 文 弥   

 ６月に「いじめ把握のためのアンケー

ト調査」を実施しました。毎年，いじめの

未然防止，早期発見・早期対応に向け，６

月と１１月に行っている定期調査で，左

のような質問項目があります。 

今回西小で行ったアンケート調査では，

以下のような結果となりました。 

 

「嫌な思い」をしているなど，気になる回

答が見られたケースについては，寄り添い

タイムの時間などに詳しく状況を聞き，対

応に当たっています。「嫌な思い」をした

子どもたちが，安心して学校生活を過ごせ

るように，今後も継続的なケアや指導，定

期的な教育相談を続けていきます。 

 

―いじめはなぜ許されないのか 
 いじめは，深刻な人権侵害であり，どん

な理由があっても，絶対に許されることで

はありません。先日の「人権の花」植栽事

業でも教えていただきましたが，人権と

は，私たちが人間らしく幸せに生きていく

権利のことで，全ての人が等しくもってい

るものです。子どもたちは，学校で友だちと一緒に学んだり，遊んだりして，仲良く過ごすことで自然と笑顔

になります。これは，人権が守られ，幸せな状態にあるからです。しかし，からかいや悪口などの心ない言葉

をかけられたり，遊ぶふりをしてたたかれたりすることで，深く傷つき，笑顔が消え，学校生活がつらく苦し

いものになってしまうことがあります。集団で生活する学校の中で，子どもは，子ども同士の互いの衝突や接

触の中で成長していくものですが，現代の「いじめ」は，そうした子ども間の成長過程に伴う衝突や接触の程

度を逸脱し，いじめられる子どもの人権を侵害する行為に至る場合もあると言われています。 

 子どもは（大人もですが…），失敗や間違いを経験しながら，少しずつ成長していきます。意に反して友だ

ちを傷つけたり，つらい気持ちにさせてしまうこともあります。子どもたちがそんな過ちをしてしまった時に

は，周囲の大人が，子どもたちに自分のしたことやその時の気持ちを振り返らせ，つらい思いをした相手の気

持ちを考えさせる必要があります。そして，自分のしたことの間違いに気づかせ，どうすべきだったかを一緒

に考えてあげることが大切です。人の心の痛みが分かり，いじめを見抜き，許さない力を育てるように努めて

まいります。地域・家庭の中で，児童の様子で気になることがございましたら，遠慮なく学校までお知らせく

ださい。 

 

 

北海道教育委員会 「いじめ把握のためのアンケート調査」 
１ あなたは、今年の４月から今日まで、嫌な思いをしたことがありますか。 
２ 今も嫌な思いをしていますか。 
３ どんな嫌な思いをしましたか。 
４ 嫌な思いをした時、誰に相談しますか。 
５ 友人が嫌な思いをしているのを見たり、聞いたりしたことがありますか。 
６「子ども相談支援センター電話相談紹介カード」を知っていますか。 
７ 心が傷つく「いじめ」はどんな理由があっても許されないことだと思いますか。 

アンケート調査（６月実施）の結果 【２８名回答】 

◆「嫌な思い」をしたことがある。…５名 

  今も「嫌な思い」をしている。…３名 

 

◆「嫌な思い」の内訳 

ア 冷やかしやからかい、悪口を言われる…３名 

イ 仲間はずれや無視をされる…２名 

ウ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする…４名 

エ ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする…３名 

オ お金や持ち物をかくされたり、いたずらされたりする…１名 

カ 恥ずかしいことや危険なことをされたり、させられたりする…２名 

キ SNS、オンラインゲームで悪口を書かれたり、仲間はずれにされたりする …０名 

 

◆いじめはどんな理由があっても許されない 

そう思わない…２名  

わからない…５名 



 


